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　　　　　　市　の　人　ロ

　　　　（昭和61年8月1日現在）

世帯数　　53,724世帯（前月比73世帯増）

人　口　　167,620人（前月比282人増）

　　男　　83,068人

　　女　　84,552人

61年上半期火災・救急統計

　
宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
ほ
ど
昭
和
六
十
一
年
上
牛
期
（
一
月
か
ら
六
月
ま

で
）
の
火
災
・
救
急
統
計
を
ま
と
め
ま
し
た
。
火
災
発
生
件
数
は
、
四
十
六
年
上

半
期
に
次
い
で
多
く
、
四
十
四
件
。
昨
年
同
時
期
比
で
七
件
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
東
宇
治
地
区
で
発
生
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
火
災
は
、
消
防
本
部

始
ま
っ
て
以
来
の
大
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
で
は
、
半
数
以
上
の
二
十
三
件

が
放
火
（
疑
い
を
含
む
）
。
建
物
火
災
の
損
害
額
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急

出
動
は
全
体
で
増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

出
火
原
因
放
火
が
ト
ッ
プ

▲ちょっとした不注意で火災に（61年3月７日、広野町で）

　
六
十
一
年
上
半
期
に
発
生
し
た

火
災
件
数
は
四
十
四
件
で
、
昨
年

同
時
期
に
比
べ
て
七
件
も
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
四
十

六
年
上
半
期
の
四
十
九
件
に
次
ぐ

も
の
で
す
。

　
六
月
五
日
、
東
宇
治
地
区
で
発

生
し
た
シ
ョ
″
ピ
ン
ク
セ
ン
タ
ー

の
火
災
は
、
焼
損
面
積
が
二
千
百

八
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
と
宇
治
市

消
防
本
部
発
足
以
来
の
大
火
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が

三
ト
ニ
件
（
七
三
％
）
、
雑
草
な

芦
そ
の
他
火
災
十
件
（
二
三
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨

年
同
時
期
に
比
べ
て
、
建
物
火
災

が
四
件
（
一
四
飴
）
増
、
そ
の
他

火
災
が
六
件
増
で
二
・
五
倍
に
増

加
し
て
い
未
丁
。

　
ま
た
、
面
積
で
は
、
東
宇
治
地

区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

火
災
に
よ
り
、
昨
年
同
時
期
の
二

・
一
倍
二
千
九
百
八
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
が
焼
損
。

　
り
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
調
査

中
の
東
宇
治
地
区
の
シ
ョ
″
ピ
ン

ク
セ
ン
タ
ー
の
火
災
に
よ
り
、

火災の原因・月別発生状況

　　　　　　　　(61年上半期)

　　　　　　　　㎜放火(疑い)

件
１
１

大
幅
に
増
加
し
ま
す
が
、
こ
の
ほ

か
の
火
災
分
に
つ
い
て
は
七
千
二

百
七
十
三
万
円
と
、
昨
年
同
時
期

よ
り
五
百
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
、
死

者
一
人
（
福
挺
れ
）
と
負
傷
者

八
人
（
消
火
活
動
中
に
よ
る
も
の

ほ
か
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、
ト
ッ
プ
が
放
火

（
疑
い
を
含
む
）
の
二
十
三
件
（
五

二
％
）
、
次
い
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
四
件

　
（
一
九
％
）
、
た
ば
こ
、
ふ
ろ
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
（
右
表
）
。

６月５４３
２

　
今
期
は
、
昨
年
同
時
期
に
続

き
、
放
火
に
よ
呑
火
災
の
多
発
が

特
徴
で
あ
り
、
特
に
二
月
・
三
月

に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
件
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
納
屋
・
住
宅
な
ど
同
】

地
域
で
短
時
間
に
二
件
、
三
件
の

連
続
発
生
を
み
る
な
ど
悪
質
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と
消
防

本
部
で
は
、
特
別
警
備
体
制
と
共

に
、
「
市
政
だ
よ
り
」
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
、
地
域
ご
と
の
防

火
座
談
会
の
開
催
な
ど
で
防
火
啓

発
を
図
り
ま
し
た
。

３
時
間
に
一
回
の
出
動

　
六
十
一
年
上
半
期
の
救
急
出
動

件
数
は
、
一
千
四
百
六
十
八
件
で

昨
年
同
時
期
に
比
べ
て
百
十
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
内
容
別
で
は
、

急
病
が
ト
″
プ
、
次
に
交
通
事
故

と
続
き
、
ト
位
二
つ
で
全
体
の
七

四
％
m
i
め
て
い
ま
す
（
左
下
表
）

　
今
期
の
特
徴
は
、
一
般
負
傷
に

よ
る
も
の
が
、
昨
年
同
時
期
に
比

時間別の救急出動件数
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べ
九
十
八
件
も
激
増
し
て
い
る
こ

と
と
、
交
通
事
故
に
よ
る
も
の
が
、

昨
年
よ
り
二
十
三
件
増
と
、
年
々

増
え
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
一

日
の
平
均
出
動
件
数
は
、
八
・
一

件
。
三
時
間
に
一
回
の
割
合
で
出

動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
別
で
は
、
四
月
が
二
百
八
十
件

で
、
次
い
で
六
月
の
二
百
六
十
七

曜日別の救急搬送人数

件
、
五
月
の
二
百
五
十
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
搬
送
し
た
人
数
の
曜

日
別
で
は
、
土
・
日
曜
日
が
最
も

多
く
、
出
動
し
た
時
間
別
で
は
午

後
二
時
か
ら
午
堡
八
時
ま
で
の
時

間
帯
が
ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す

　
（
左
表
）
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
や
疲

れ
が
出
や
す
い
時
期
に
、
救
急
出

動
も
多
く
な
る
こ
と
が
シ
か
が
え
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救急出動の内容別件数

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
程
宇
治
茶
乖
も
み
製
法
を

宇
治
市
指
定
無
形
文
化
財
に
指

定
し
、
そ
の
技
能
保
持
団
体
と

し
て
宇
治
茶
製
法
技
術
保
存
協

会
（
辻
四
郎
会
長
）
を
認
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
子
山
古
墳
の
出
土

遺
物
、
及
び
隼
上
り
瓦
窯
の
出

土
遺
物
か
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て

宇
治
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
し
ま
し
た
。

　
宇
治
市
指
定
文
化
財
は
、
国

宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
、
国
・

府
の
指
定
を
受
け
た
文
化
財
以

外
で
、
市
内
に
あ
る
重
要
な
文

化
財
を
保
存
及
び
活
用
す
る
た

め
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

卜
認
定
証
の
交
付
式
（
6
1
年
７
月
１
１
日
）

気
分
を
引
き
締
め

防
火
・
防
災
の
心
掛
け
を

こ
れ
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
残

　
こ
の
三
件
の

指
定
に
よ
り
、

宇
治
市
指
定
文

化
財
は
、
二
十

六
件
（
有
形
文

化
財
・
彫
刻
十

六
、
書
跡
二
、

考
古
資
料
三
、

絵
画
三
、
無
形

文
化
財
一
、
史

跡
名
勝
天
然
記

念
物
一
）
と
な

り
ま
し
た
。

（
社
会
教
育
課
）

暑
が
続
き
。
夏
の
疲
れ
が
出
や
す

い
時
期
で
す
。
注
意
力
が
お
ろ
モ

か
に
な
り
、
「
つ
い
う
っ
か
り
」

が
事
故
や
火
災
に
結
び
つ
去
蛋
す
。

天
ぷ
ら
鍋
の
か
け
忘
れ
、
風
呂
の

空
焚
き
、
た
ぱ
こ
の
消
し
忘
れ
な

ど
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
も

大
切
な
生
命
や
財
産
を
失
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
今
一
度
、
防
火
の
四
チ
エ
″
ク

①
場
所
は
危
険
で
な
い
か
②
器
具

は
安
全
か
③
使
い
方
は
正
し
い
か

④
あ
と
始
末
は
安
全
か
を
毎
日
の

牛
居
習
慣
と
し
て
実
践
す
る
ぷ
コ

に
、
家
族
み
ん
な
で
話
見
回
、
一

人
ひ
と
ひ
が
気
分
を
引
き
締
め
、

防
火
・
防
災
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

627

敬
老
祝
金
を
支
給

９
月
１
日
か
ら
2
1
会
場
で

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
市

で
は
、
一
定
の
要
件
で
満
知
十
歳

以
上
の
市
民
に
敬
老
祝
金
を
支
給

し
ま
す
。

　
本
年
度
も
、
昨
年
に
続
き
下
表

の
日
程
で
、
二
十
一
地
域
に
支
給

心
一
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
ど
の
会
場
で
も
お
渡
し
出
来
ま

す
が
、
出
来
る
だ
け
最
寄
り
の
会

場
へ
お
越
Ｌ
ｙ
、
だ
さ
い
。

　
な
お
、
敬
老
祝
金
の
受
給
対
象

と
な
る
人
に
は
、
事
前
に
敬
老
祝

金
支
給
案
内
の
は
が
き
を
お
送
り

ｋ
チ
。

　
受
給
の
際
に
は
、
そ
の
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
必
ず

押
印
の
上
支
給
会
場
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
は
が
き
を
お
忘
れ
に

な
る
と
、
敬
老
祝
金
か
受
給
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注

意
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
会
場
へ
采
t
ａ
れ

な
い
人
は
、
九
月
八
日
以
降
十
一

月
三
十
日
ま
で
に
福
祉
事
務
所
福

祉
課
へ
、
は
が
き
持
参
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
。
福
祉
課
（
豊
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

敬老祝金の支給日程表

川　　日時　　間 場　　所 月　　日時　　問 場　　所

9／1(1)

午Iilj9時半

　～11時半

六地蔵公会堂

9／4 昶

午Iiil9時半

　～ll時半

中ノ田集会所

木幡公民館 西小介集会所

午後2時

　~ 4I1.!f

登り集会所 午後2時
　~ 4時

伊勢田公民分館

西岡屋会館 小介公民館

9 ／2 (幻

午前9時半

　～11時半

人和田公会堂

9／5哨

午前9時半

　～11時

白川集会所

宇治公民館 笠取南部集会所

午後2時
　～４時

三室戸集会所 午後2時

　～３時半

喜　撰　会　館

城南荘集会所 笠取集会所

9／3(40

午前9時半

　～11時半

開公民分館 9／6田 午前9時半　-11時半 紫ヶ丘公民分館

u. 椋公会堂 　9/
S8㈲

　11/30{1 J

(混-tSdH)

午前９時

～午後5時

　土lii日は(正午まで)

福祉事務所福祉課

午後2時
　～4時

広野公民館

西大久保集会所

宇治手もみ製法を

無形文化財に指定

火災・救急とと

もに増加
火災

救急
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オープンエアーコンサート　
　
高
血
圧
予
防
は

　
　
肥
満
防
止
か
ら

　
高
血
圧
に
は
、
原
因
の
は
っ

き
り
し
て
い
る
二
次
性
の
も
の

と
、
指
図
的
要
素
の
強
い
本
態

性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
も
一
般
的
に
は
自
覚
症
状
が

無
く
、
時
に
屑
こ
り
ゃ
頭
痛
な

ど
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
ぐ
）
や
脳
出

血
、
心
筋
梗
塞
、
腎
（
じ
ん
）
臓

病
な
ど
、
成
人
病
の
要
因
と
な

る
高
血
圧
を
予
防
す
る
に
は
、

ま
ず
肥
満
に
注
意
。
そ
し
て
、

適
度
な
運
動
や
減
塩
食
の
励
行

　
八
月
二
十
四
日
㈲
、
午
燃
時

か
ら
、
太
陽
が
丘
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
、
第
十
五
回
オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
宇
治
市
・
城
陽
市
・
久

御
山
町
の
中
学
と
高
等
学
校
の
、

合
わ
せ
て
土
ハ
校
の
吹
奏
楽
部
約

干
八
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
な
が
ら
相
互
の
交
流
を

深
め
、
更
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
吹

奏
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
ぐ
た
め

に
、
心
掛
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
、
四
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年

に
二
回
程
度
は
血
圧
を
測
定
し
、

普
段
か
ら
自
ら
の
健
康
状
態
を

良
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
万
一
、
高
血
圧
と
診
断
さ
れ

た
ら
、
早
目
に
医
師
に
相
談
の

高血圧

に
、
毎
年
夏
休
み

に
催
し
て
い
ま
す

　
演
奏
す
る
曲
目

も
、
「
マ
ジ
ッ
ク
」

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
・
Ｂ
Ａ
Ｎ

・
Ｂ
Ａ
Ｎ
」
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
も

よ
く
知
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
１
　
く
だ
さ
い

　
（
社
会
教
育
課
）

▲昨年のコンサート風景（60年８月25日）

　
　
薬
の
服
用
は

　
　
指
示
に
従
っ
て

　
高
血
圧
の
治
療
に
は
、
長
期

に
わ
た
る
薬
の
服
用
が
必
要
で

す
。
症
状
の
変
化
に
応
じ
て
、
し

ば
し
ば
薬
が
変
更
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
使
用
さ
れ

お
知
ら
せ

　
８
月
は
市
・
府
民
税

　
第
２
期
分
の
納
期
月

　
今
月
は
、
市
・
府
民
税
第
二
期
分

の
納
期
月
で
す
。
お
忘
れ
な
く
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
で
お
納
め
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
納
税
課
）

　
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
２
日
㈹
、
５
日

倒
、
９
日
㈹
、
1
2
日
出
、
1
6
日
㈹
、
1
9

日
出
、
2
3
日
向
、
2
6
日
出
、
い
ず
れ

も
午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ

ろ
・
・
・
西
小
倉
小
学
校
体
育
館
▼
内

容
・
：
リ
ズ
ム
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
球
技
な
ど
▼
対
象
・
定
員

・
・
・
婦
人
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3
1
4

1
）
へ
電
話
で
。
（
市
民
体
育
課
）

　
″
中
国
″
の
写
真
展

　
宇
治
写
真
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
7
日
團
～
3
1
日

間
、
時
間
は
午
前
９
時
半
～
午
後

６
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
展

　
よ
く
素
人
判
断
で
薬
の
服
用

を
中
止
し
た
り
す
る
例
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
治
療
上
医
師

の
判
断
を
誤
ら
す
原
因
と
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
薬
へ
の

疑
問
や
不
安
が
あ
れ
ば
、
必
ず

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

薬
へ
の
疑
問
や
不
安
は

　
　
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て

上
、
洽
療
に
専
念
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
病
院
や
医
院
の
処
方
薬
に

つ
い
て
は
、
薬
の
性
質
や
副
作

用
の
有
無
な
ど
に
関
し
て
、
医

師
や
薬
剤
師
か
ら
十
分
な
説
明

を
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。
服
用
中

の
自
覚
症
状
（
胃
腸
障
害
、
吐
き

気
、
ふ
ら
つ
き
な
ど
）
を
報
告
す

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

て
い
る
降
圧
剤
に
は
、
抗
不
安

剤
、
利
尿
降
圧
剤
、
交
感
神
経

抑
制
剤
、
末
梢
血
管
拡
張
剤
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
相

乗
効
果
な
ど
を
得
る
た
め
に
、

主
剤
に
補
助
剤
を
加
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
患

者
個
人
の
体
質
に
応
じ
て
処
方

さ
れ
未
了
。

　
健
康
食
ブ
ー
ム
の
近
年
、
中

に
は
医
食
同
源
の
言
葉
そ
の
ま

ま
に
、
薬
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
慢

性
疾
ｍ
寧
痔
つ
人
が
、
薬
効
を

期
待
し
て
健
康
食
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
ぷ
っ
で
す
。

健
康
食
は
あ
ぐ
ま
で
も
食
品
で

あ
り
、
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
に
頼
っ
て
病
気
治
療

示
集
会
室
。
　
（
社
会
教
育
課
）

　
児
童
扶
養
手
当
の

　
認
定
請
求
・
現
況
届

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
生

活
タ
丑
ハ
に
出
来
な
い
児
童
、
ま
た

は
父
が
身
体
な
ど
に
障
害
の
あ
る

児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
に
は
、

所
得
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
曳
六

十
年
八
月
一
日
以
降
、
支
給
要
件

に
該
当
し
て
か
ら
五
年
を
過
ぎ
れ

ば
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、

手
当
の
請
求
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は
、
現
況
届
を

八
月
三
十
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
提
出
し
な
い

に
手
遅
れ
と
な
ら
な
い
ぷ
っ
、

注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
厚
生
省
発
表
の
六
十
年
死
因

順
位
で
は
、
脳
卒
中
が
第
三
位
。

二
位
の
心
臓
も
含
め
、
成
人
病

に
よ
る
死
因
が
占
訟
占
め
て

お
り
、
西
暦
二
千
年
に
平
均
寿

命
が
男
八
十
歳
、
女
八
十
五
歳

と
予
測
さ
れ
る
今
日
、
成
人
病

に
対
し
て
各
人
が
認
識
を
高
め

る
必
要
が
あ
り
毒
丁
。

（
市
健
康
づ
・
く
り
推
進
協
議
会
）

場
合
、
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め

に
な
り
ま
す
。
　
　
（
福
祉
課
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
認
定
請
求
・
所
得
状
況
届

　
目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児
童
、

日
常
牛
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度
の

病
気
の
あ
る
児
童
、
知
恵
遅
れ
や

情
緒
障
害
の
児
童
な
ど
を
家
庭
で

育
て
て
い
る
父
や
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
る
児
童
の
養
育
者
に
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
支
給
に
は
、
所
得
な
ど
の

制
限
が
あ
り
求
了
の
で
、
詳
し
ぐ

は
、
福
祉
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

ま
で
お
問
迎
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
壬
刄
亮
給
し
て

い
る
人
は
、
八
月
三
十
日
ま
で
に

所
得
状
況
届
か
提
出
し
で
Ｉ
だ
さ

い
。
提
出
し
な
い
場
合
は
、
乖
当

の
支
給
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
婦
人
学
級

　
現
代
女
性
の
‘
否
男
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
対

象
・
：
市
内
に
住
見
栓
▼
定
員
・
：

3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
…
８

月
2
1
日
出
か
ら
宇
治
公
民
館
（
豊

⑩
2
8
0
4
）
へ
電
話
ま
た
は
直

婦人学級の日程表

お買物のめ

やす消費者

物価20（

8月分）

　この公表価格は,8月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均m格
価格状況
琵 最低価ts吋前月比 廿前年比

灯　　油
18と店頭 l.ぽ Al.2°.11.°7 1.350l,ooo

18(配達 1.227▲2.5▲12.8 1.3501.100

ガソリン
レギュラー1 e現金
売り 119 ０▲14.4 128 110

ティッシュ

　ペーノく－

400枚入l貧

けIけ･ﾌﾀｽ･スコ･,ティ) 154▲0.6 2.7 168 135

台所用
　　ラップ

サランラップ
30 x20m 217▲3.1▲3.6 238 168

アルミ
　　ホイル 25C1.X8 m 163▲2.4 1.2 188 108

シャンプー 液体ポリ容器22OCC
花王エッセンシャル 230 ０▲0.9 230 228

洗濯用
　扮石けん 2.4kg 848▲1.5▲3.5 980 580

牛　　肉
すき焼用
中fi度100 g 358 2.6 10.8 428 243

塩さけ 切身100g 323 4.5
A 0.6
398 160

バレイショ 男爵loog 25 ０ 13.6 38 15

キャベツ中玉約1kg 173▲35▲54.8 ・280 川

鶏　　卵ＭサイXバ･yク人lo個 197▲3.0▲5.3 218 160

食用油
amサラダ油暇入

1000b 496▲4.2 618 258

しよう油
キ･yコーマン濃口
瓶入□ 255▲0.8 337 158

砂　　糖上altg 251▲2.3▲4.2 268 218

小麦粉 日清小麦扮フラワー1 kK (薄力扮） 207▲1.0▲0.5 218 188
インスタント
　コーt ー ネスカフェ黒ラベル瓶入150 g

1.026▲2.& 0.81,125 854

み　　そタヶヤミソ1kg 345▲0.9A 5.2 358 298

食ノ｛ン
普通品1片
(スライスしたもの) 168 2.4 ･4.3 200 135

洗iir代ワイシャツ自の艮そで 162 1.3 3.2 250 120

628

接
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以
上
の
幼
児
1
5

人
。
お
や
つ
代
三
百
円
か
必
要
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

　
郷
土
史
学
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
毎
月
第
２
・
４
水
曜

日
（
８
月
は
2
7
日
）
。
時
間
は
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
単
治
″
の
暮
ら
し
、

し
き
た
り
、
自
然
と
人
問
の
か
か

わ
り
▼
講
師
・
：
歴
史
資
料
館
嘱
託

職
員
・
若
原
英
式
さ
ん
▼
申
し
込

み
・
・
・
当
日
、
直
接
企
一
場
へ
▼
問
い

合
わ
せ
…
前
川
桂
子
さ
ん
（
容
⑩

3
4
5
8
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

日　　時 内　　　　容 ･講　　師

9／4困

午

前

10

時

Ｓ

正

午

・開講式
・女の生きがいを考える
　一白立と老後の生き方－

京S.精華人学知期大学部
tut

　　藤枝　澪子さん

S/ll村
・人生の行事

　一そのしきたりと心－
①冠婚…慶事について 儀式、作法研究会

代入
　　岩上　力さん

9/18困
・人生の行事

　－そのしきたりと心－
②葬祭…弔事について

9 /Z5村
・暮らしの法律
　一年金について一

市役所保険年金課職貝

10/ 2 (昶

・同和問題について

　一権利を知I),明るい
　　　　人間関係を築く一

市役所同mm室職員

10/9(刈
・婦人の健康管理
　‐疾病と予防一

京祁w,二赤十字病院
家庭ず;護教師
　安井　邦子さん

　
夏
休
み
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
…
８
月
９
７
１
日
團
、
午
前

1
0
時
半
～
１
１
一
時
1
5
分
▼
と
こ
ろ
・
・
・

中
央
図
書
館
簒
景
▼
内
容
・
・
大

型
紙
芝
居
、
ス
ラ
イ
ド
で
の
読
み

聞
か
せ
、
お
話
外
▼
対
象
…
幼
児

か
ら
小
学
校
低
学
年
▼
申
し
込
み

・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
中
央
図
書
館

　
休
館
の
お
知
ら
せ

　
八
月
二
十
五
日
側
と
三
十
一
日

㈲
は
、
中
央
図
書
館
の
休
館
日
で

す
。
利
用
に
際
し
て
は
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
手
描
き
染
色
教
室

　
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
運
営

協
議
会
の
主
催
で
行
い
車
ｙ
。

　
▼
と
き
・
：
９
月
５
日
宙
、
午
後

１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
：
Ｔ
シ
ャ
ツ
へ

の
手
描
き
染
色
▼
講
師
…
日
本
和

装
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
宇
治
学

院
長
・
斉
藤
喜
美
枝
さ
ん
外
▼
定

員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
・
・

八
百
円
（
材
料
実
費
）
▼
準
備
品
…

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
▼
申
し
込
み

・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
酋

⑤
2
3
1
5
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

あと10日ですよ！

　不用品情報センター

解説期限はは8月30日

　
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係

・
豊
⑩
3
1
4
1
）
は
、
八
月
三

十
日
出
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
不
用
な
品
物
、
ま

た
は
希
望
ず
る
品
物
今
ぜ
ひ

登
録
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
登
録
中
の
品
物

　
〈
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〉

　
座
敷
机
、
食
卓
セ
″
ト
、
洋
服

ダ
ン
ス
、
ブ
レ
ザ
ー
ダ
ン
ス
、
押

し
入
れ
ダ
ン
ス
、
二
段
べ
″
ド
、

本
棚
、
ソ
フ
ァ
ー
、
ク
ー
ラ
ー

　
（
空
冷
・
水
冷
・
ウ
イ
ン
ド
）
、
小

型
テ
レ
ビ
、
へ
″
ド
ホ
ン
ラ
ジ

カ
セ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
デ
ッ

キ
、
洗
濯
機
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
、
掃
除
機
、
扇
風
機
、
冷
蔵

庫
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
プ
ロ
パ

ン
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
湯
沸
か

し
器
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ベ
ビ
ー
用

キ
ャ
リ
ー
バ
″
グ
、
子
公
甫

食
卓
い
す
、
お
む
つ
乾
燥
機
、
五

月
人
形
。
自
転
車
（
大
人
・
子
ど

も
用
）
、
キ
ャ
ン
プ
テ
ン
ト
一
式

剣
道
防
具
一
式
、
ミ
シ
ン
（
口
″

ク
ー
ポ
ー
タ
ブ
ル
）
、
脚
立
、
フ

ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、

バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉

　
応
接
セ
ッ
ト
、
食
器
棚
、
ガ

ラ
ス
戸
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
引
き

出
し
、
べ
″
ド
（
シ
ン
グ
ル
ー
セ

ミ
ダ
ブ
ル
ー
ソ
フ
ァ
ー
）
、
レ
ザ

ー
張
り
い
す
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、

本
箱
、
換
気
扇
、
電
気
ス
タ
ン
ド
、

洗
濯
機
、
ラ
ジ
オ
カ
セ
″
ト
、
白

黒
テ
レ
ビ
、
電
気
も
ち
つ
き
機
、

ビ
デ
オ
、
冷
凍
冷
蔵
庫
、
ミ
キ
サ

ー
、
都
市
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
石
油
ス

ト
ー
ブ
、
石
油
フ
ァ
ン
ピ
ー
ク

Ｉ
、
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
、
風
呂
が

ま
、
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
ペ
ビ
ー
ベ

″
ド
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
、
子
芦
も
用

鉄
棒
、
歩
行
器
、
三
輪
車
、
お
ま

る
、
ボ
ー
リ
ン
グ
球
、
ス
キ
ー
板
、

フ
ァ
ミ
コ
ン
ソ
フ
ト
、
剣
道
胴

着
、
ダ
イ
バ
ー
ズ
ウ
ォ
ッ
チ
、
足

踏
み
ふ
シ
ン
、
石
ラ
ｙ
、
英
会
話

教
材
、
学
習
百
科
事
典
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
五
つ

玉
ソ
ロ
バ
ン
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
、
電
気
オ

ル
ガ
ン
、
ホ
ー
ム
ベ
ッ
ド
、
ア
プ

ロ
ー
チ
ベ
″
ド
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー

ス
テ
レ
オ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

健康づくり

入門③

8月24日午後1時

太陽が丘野外ステー

ジ

９
月
１
日
か
ら

受
け
付
け

交
通
共
済

火
災
共
済

一
般
健
康
診
査

子
宮
ガ
ン
検
診

受
診
は
8
月
3
0
日
ま
で
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